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福井県三方郡美浜町の場合
若狭における葬送墓制の変転

わずか 2・30 年ばかりの間に，地方においても高度成長期以降に公立の火葬場が建設され，あわせ
て生活改善と冠婚葬祭の簡素化が進められてきた。更に，葬儀社が関与するようになって，葬送墓制に
おける旧来の習俗が消滅し著しい変化が起きている。そのうえ，縮小社会と呼ばれる少子高齢化や人口
減少・過疎化，地域共同体の崩壊，核家族化が全国規模で進み，さらに生活スタイルの変化に伴い，情
報社会の到来により都市文化が地方に急速に波及し，次第に家族葬が取り入れられ，いずれ当地にも直
葬が普及するものと思われる。本稿においては敦賀半島西岸の一農漁村（福井県三方郡美浜町菅浜）に
おける 3 代にわたる葬儀と先祖供養・盆行事の変遷をたどり，さらに美浜町と県内の葬送墓制を概観し
て，この間において何が消滅し，また新たに何が付け加えられたのか，激変する世相にあってなお変わ
らないものは何なのかについて考察を加えた。風俗現象としての葬送の自由化は時代相をうかがわせ，
必然性を感じさせるが，そのうえで，今後の日本人の理念としての葬儀と供養，墓，他界観，祖霊信仰
についても論究した。葬送墓制の変容は現代の家族観の危機の顕現であり，いずれは都会の現象は遠か
らず地方に波及するものと考えられる。敗戦後の日本の行く末に危機感を抱いた柳田國男は「魂のゆく
え」で古来日本の他界観に祖霊信仰のあるべき姿を理想化したが，今こそその理念に，日本人の基層の
アイデンティティが込められていることを再認識すべき時代が来ていると思われる。

墓場にくつろぐ権利はある。/ 僕らはそこでもてあました。/ 厄介な荷物，屍をほどく。// 地上
がすべて墓場となり / ひっそりと閑となったとき，/ 人間には夢でおはつた / 平等の精神が，実
現する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―金子光晴『ⅠＬ』
薄汚れた犬が座敷に座り込んで / 仏壇に向かって経を読んでいる
ご主人様がいなくなったからには / わたしのほかにだれがご先祖さまを祀るの ?

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―竹腰素「鳥獣戯画」
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